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　【目的】扁平上 皮癌関連蛋白で あ る SCC 抗原は 、

1991年 、そ の cDNA 塩基配列か ら、　 PAI−2 な どの

serine 　protease　inhibitor（serp 血）familyと約40 ％の相

同性 を示す 二 とが判明 した 。 Serpinは 、阻害活性

を有する場含、1arget　proteaseと serpin 　一　serine

protease　complex を生 じる と考えられ て い る 。 今回、

大腸菌に よ リ発現 させ た SCC 抗原 （rSCC ）を用 い

て 、chymotrypsin との 複 合体形成 に つ い て検討 し

た 。 　【方法】（1）rSCC と chymotrypsin を、37℃、

30分間反応 させ試料 と し、SDS −PAGE （Laemmlj 法）

及 び 2次元電気泳動 を施行 した 、．Weg．・tern・blot後、

抗 SCC 抗原 モ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体 （mAb ）及び抗

chymotrypsin 　mAb を用 い た免疫染色法に て検討 し

た 、（2）chymotrypsin の基質（fibronectin）分解作用

に対す る rSCC の阻害活性に っ い て SDS −PAGE を

利用 し て 検 討 した．、 【成績】 rSCC （約45kDa ）に 、

chymotrypsin （約26kDa）を添加す る こ と に よ り 、

SDS 存在下で 安定な高分 子量 （約 62kDa）の 分画が

得 られた 、こ の 分画は、抗 SCC 抗原 mAb 及び抗

chymotrypsin 　mAb に て 、免疫染色 され、　rSCC ．

chymotrypsin 　cemplex で ある こ とが判明 した 。

chymotrypsin は fibronectlnを分解 し、　 SDS −PAGE

．一ヒの泳動 バ タ ・一ン を変化 させ る が 、 rSCC は 、こ

の chymotrypsin の 基質分解作用 を α 1−

antichymotrypsin と同様に濃度依存的 に 阻害 した 。

【結論】scc 抗原は 、　 chymotrypsin と複合体を形

成 して そ の 活性を阻害 し、serpin 活姓 を有す る こ

とが明 か とな っ た 一こ の こ とか ら、SCC 抗原は 、

扁平一ヒ皮の 分化あ る い は 癌 の 浸 潤 に お い て 、serpin

と して 重要な役 割 を揖 っ て い る nl 能性が示唆 さ れ

た．｝

【目的】サ イ トカイ ン で あるIL−6は免疫担当細胞

の メ デ ィ エ ータ
ー

以外 に 多様 な作用 を有 して お

り、そ の
一

つ に 上皮性腫瘍細胞 の 増殖分化 因子 と

して の 関与が 報告され て い る 。
ヒ ト子宮頚部癌と

正常扁平上皮、異形成に おけるu −6産生 に つ き検

索 を行 っ た 。　【方法】ヒ ト子宮頚部癌培養細胞株

15種 （扁平上皮癌由来8株 、腺癌由来7株）の ヌ
ー

ドマ ウス 皮下移植 を行 い 紐織型 と分化度 を確認

し、ELISA 法 に よる 培養上清 中の IL−6値 、
　 North−

ern 　blot法に よ る IL−6　mRNA 、　 RT −PCR 法 に よ るIL−

6receptor　mRNA 発現 を検索 した 。 また分与 された

ヒ ト正常子宮頚部扁平上皮及び異形成初代培養細

胞株培養上清中 の IL −6値 をELISA 法 に て 測 定 し

た 。　【成績】（D ヌ
ードマ ウス移植腫瘍 に お い て 高

〜中分化型 の 扁平．E皮癌細胞株 で IL−6産 生 が高 い

傾 向が見 られた（＞ 1500pg148hrlO6cells）。 低分化型

の 扁平 上皮 癌 と 腺癌株で は 低値で あ っ た（＜50〔｝pg！

48hrl（Pcells）。　 IL−6　mRNA の発現は培養上清で の

IL−6値 と相関 した 。 （2）IL−6　receptor の 発現は ほ と

ん どの 株で 見られ たが、IL−6産生 とは相関 して い

なか っ た 。 （3）HPV −16
，

−18ゲ ノ ム は扁平上皮癌由

来株で の 検 出が腺癌由来株よ りも高頻度に見 られ

た が 、豆レ 6産生 との相関は見られ なかっ た。 （4）正

常 ヒ ト扁平 上皮培養細胞培養 k清では著明な産生

を示 したが（＞ 2000pg148hrle6cells）、異形成で は ほ

とん ど産生されて い なか っ た（＜10pg148hrlO6cells）

【結謝 1レ 6は正 常子宮頚部扁平上皮で 多く産生

され、局所 の 増殖分化因子 と して の役割が考えら

れ る 。

一
方、前癌変化である異形成で IL−6産生 は

極端 に低値 とな り、 癌化 の 過程で そ の 産生 は 遺伝

子変化 に よ り 2 極 に分か れ る こ とが 示唆 された。
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